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仲
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又
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又
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總
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は
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次
^
同
じ
會
議 

は
勞
働
爭

_

?:
解
決
す
る
武
器

.

V
J

し
て

.調
停
制
度
を
推
獎
し
た
。
之
は
此
蓮
動
が
階
級
闘
爭 

れ
ょ
ら
ず
し
て
階
級
協
調
に
ょ
る
己

V
J

を
示
す
も
の
で
あ
つ
て
、到
底
時
代
の
風
潮
、、

」

相
容
れ 

ず、長
く
存
在
す
る

/
U
V
J

を
許

^

ぬ
も
の
で
あ
る
。

.

遮
莫
、此

『

產
業
議
會

』
な
る
新
し
さ
聯
合
組
織

は、
若
し
も
產
業
不
況
が
襲
來
し
な
か
つ
た
な
ら
、
 

勞
働
迤
動
界
に
於
て
重
要
な
る
地
位

^

到
達
す
る
こ

V
J

が
出
來
た
か
も
知
れ
な

S

。
然
る
に 

^
1S
.

於̂
て

>

^
の

*
さ
缺
陷

5 :
包
藏
せ
る
の
み
な
ら
ず
、此
組
織
は
成
立
後
僅

^
ニ

ヶ
月

 ̂

し
て
前

k 
M

ベ
た
る
一
八
七
五
年
の
恐
慌
襲
來

0

接
し
た
の
で
あ
つ
て
、始
め
ょ

-

C
V

失
敗
の
運 

命
を
負

a

て，
.居
た
の
で
あ
る
。
而
し
て
第
一

一
囘
の
會
議
ま
で
の
九
ヶ
乃
の
間

^
十
三
個
の
地 

方
組
合
、一
一
個
の

.都
市

®

議
會
、一J

個
の
小
規
模
な
る

.全
國
同
寒
勞
働
組
合

R

特
許
狀
を
交
付
し 

得
た

^

過
ぎ
浙
ヵ

.つ
た
而
し
て
鐵
及
ひ
鋼

^

融
H

組
合
が
ス
ト
ラ
ィ
キ

.
の
®

助
を

請

求
し 

た
が
、伸
裁
に
關
す
る
條
項
を
完
備
せ
ざ
る
が
故

R

其
請
求

k

は
靡
じ
な

か

つ

b

。(

ni
ョ
i
 

s
d Associates, 

History of the 

L
a
b
o
u
r

 in 

the 

United 

States, 

V
O
L

 
II pp. 

i c
6-i

6
i : A

n
t
h
o
n
v

 

B
i
m
b
a
'

 

History 

of the 

A
m
e
r
i
g
a
n

 

w
o
r
k
i
n
^
c
l
a
s
s
,

 pp. 

152—154.; 

N
o
r

3
an J. 

W
a
r
e
,

 

L
a
b
o
u
r

 IVToveinent in 

the

U
n
i
t
e
d

c/tates)pp. 

11-15
〕

一
八
七
四
年
四
月
十
四
日
二
ュ
ー

•
ョ
ー
ク
州
ロ
チ
,ス
タ

I
に
於
け
.る
第

ニ
囘

『
產

業

議
會

』

 

k

對
し
て

は

、

侬

然
ど
し
て

.全
國
各
地
ょ
ぅ
各
種
勞
働
國
體
の
代
表
者
が
出
席
し
、其中

『
產
業
同 

胞
食

』
(Industrial 

B
r
o
t
h
e
r
h
o
o
d
)

及

び『

產
業
主
權
者
團

』
c
s
o
v
e
r
n
i
g
n
s

 

of Industry
〕

の

如
き
兩

；
祕
.密
 

團
體
も
數
，へ
ら
れ
舊
來
の
誠
實

?:
失
は

.ざ

る

二

ー

•
シ
 

'丨
，
力

メ
rr」

ン
も
投
票
權
を
有
し
な
.か
つ 

た
が
出
席
を
許

3

れ
た
の
で
あ
っ
た
。

此
第
ニ
囘
の
會
議
に
於
て
は
會
則

^
就
て
異
論
が
生
じ
た
。
勞
働
組
合
主
義
者
は
總
て
の 

非
勞

#
組
合
の
分
子
を
出
來
る
だ
け
嚴
重

^
排
除
す
る
こ

^
を
要
求
し

*
ェ
イ

.
ェ
ム
•ゥィン 

(
A, 

M
,

 

h
w
i
n
n
)

の
如
さ
は
舊
會
則
が
廣
く
總
て
の
產
業
上
の
團
體

R
門

戶

を

解

放

せ

る

?:
文 

書
を
以
て
非
雛
し
、職
工
及
び
鑛
夫
の
全
國
画
體

た
ら
し

め、州
內
協
議
會
、都
市
諸
業
協
議
會
及 

び
其
他
の
州
代
表
園
體
幷

k
職
工
の
總
て
の
組
合
が
代
表
者

?:
派
遺
し
得
る
こ
ビ
を
勸
吿
し
、
 

『

鑄
物
ェ
國
際
組
合

』

の
ェ
ッ
チ
，ジ
ェ
ー

♦ゥ
ォ
ー
，
、ズ

(
H
.

 

J. 

w
a
l
l
s
)
.

も
制
限

^
賛
成
し
、

「

州
代
表 

者
及
び
全
國
幷

^
國
際
同
業
團
體
の
代
表
者
に
限
る
ベ
し

」

ど
の
文
書

?:
送
付
し
た
。
反
之

、

『

_ 

ェ
國
際
組
合

』

代
表
者
の
一
人
な
る
ロ
パ

I

ト*

シ
リ
ン
グ

(Robert 

ŝchilling )

は
共
濟
の
色
彩
を

笫

ニ

十

四

卷

(

ニ
ー〕

『

ナ
イ
ッ
•
ォ
ブ
•
レ
ー
バ
ー』

成
立
前
の
勞
働
情
勢 

笫
ー
號 

ニ
ー



散
ニ
十
.四

卷

C 

ニ
ニ〕

『

ナ
ィ
ク
•オ
ブ
•レ
ー
バ
ー』

成
立
前
.の
#
働
情
勢 

第
一
^

ニ
ニ

有
し
秘
衡
團
體
た
る

『

農
民
の
保
護
者

』

，(p
a
t
r
o
n
s

 

o
f

 H
u
s
b
a
n
d
l
y
)

 V
J

同
様
：の
組
織
^
好
意
あ
る
こ 

€

を
報
街
し
、又

「

避

X

ベ
.
か
ら
ざ
る
必
要

」

あ
る
政
治

*®
動

k

對
し
て
危
惧
せ
ず
、前年
の
：會
議

k 

於
け
る
勞
働
組
合
主
義
の

.綱
•領

W

全
然
相
異
す
る
綱
領
を
肯
定
し
た
。

：

■
而
し
て
此
問
題

^
.關
す
る
委
員
食
は
ニ
種
の
報
带
書
を
作
成
し
た
？
多
數
報
带
書
は
劳
于 

の
變
吏

_を
刘
へ
て
ー
時
乱
在
の
會
則
を
雜
揭
し
新
に
七
名
ょ

6
成
る
：委
員
會

V
J組
織
す
る
こ 

V
J

を
提
案
し
、少
數
報
吿
書
は

『
農
民
の
保
護
者

』

を
模
範

V
J

せ
る
秘
密
園
：體

.VJ

す
べ
さ

乙

V
J

を
勸 

俾
し

.、『

產
業

.主

*
:者
，圆

.

』

が
是
等
の
要
求

k
.適
す
る

Z

ど
を
指
摘
し

.た

.。

.
此
'一
一
種
の
報
带
は
討 

議
の
末
多
數
報
带
螯
が
採
擇
せ
ら
れ
、フ

H

丨

レ
ン
バ
ッ
，チ、フ
ォ

I

ラ
ン

、以
下
五

名
ょ

々
成

る
 

新
委
属
が
任
命
せ
ら
れ
た
。

『

產
業
主
權
者
團

』

が
此
結
果
坟
'滿
足
し
な
か
っ
た
の
は
勿
論
で 

あ
る
が
、

『

库
業
同
胞
會

』

の
代
表
者
は

.1̂
會
議
ど
合
同
し
ぜ
ハ
名
稱
を
讓
る

Z 

€ 

R
同

意

し

、從
っ 

.て
：新

#

則

が

印
刷
に
利
せ
ら
れ
た
る

時

k

は『

產
業

同

胞

會』
(

S

仁gtriaL 

Brotherhood
)
.

の
名
稱 

が

冠
：せ
ら
れ
た
の
を

見
た
。

此『

產
業
同
胞
會

』

の『

前
文

』

は
ロ
バ
ー

ト

♦シ
リ

ゾ

グ
の
起
草

^
係
办
後
^
恶
干
の
修
正
を
加 

へ
七
巧
ナ
ィ
ツ

•オ

ブ

\

丨』
(
『

勞
働
騎
士
園

』

} (

p

§

&r
o»-
n

r

b

o

o
が

一

八
七
八
年
第
一
囘

全
.國會
議

(

總.會議

)

k
於
て
採
擇
し
た

VJ 

M

ろ
で
あ
つ
た
。；其
主
義
の
宣
言
ド
於
て

は、
最
近
の 

富
の

0 
く
ベ
さ
發
展
、ヒ蓄
積

V
J

勞
働
’が
其
所
產
を
確
保
す
る

乙

ビ

の
出
ま

A

制
度
の
：必
要
ビ 

を
述
べ
‘協
同
動
作
に
ょ
み
て
物
質
的

.向
上
の
爲

^

勞
働

.大
衆
の

.權
カ
を
.團
結
せ
し
め
指
揮
す 

る
.こ

V
J

は
緊
製
事
項
で
あ
る
が
、

®:
治

^

®

i
亦
弊
#
匡
救
.の
爲

R

主"要
で
あ
る

z
，
(t
が
承
認 

せ
ら
れ
ぢ
。

 

パ

.

產
業
會
議
の
目
的
は
次
の
却
く
で
あ
る

o

乃
ち
生
產
業
各
部

_

の
.組
織
を
完
全

K

な
し
、創
造 

せ
.る
.富
の
分
配
を
公

lE
k

し
、閑
暇
を
多
く
し
、全
國
幷

k

全
州
の
勞
働
統
計
馬
を

.設
置
し
、生
萆 

幷

R

分
配
ド
關
す
る
協
同
機
關
を

.設
置
し

®
.實
の
定
住
者

k

公

S

t

分
劍
し
、階
：級
立
法

t 

傲
廢
し
、裁
判

ド

卿
す
る
不
公
疋
な
る

«

門
事
項

?:
.
M
改
し

、

遲
延
を
改

.養
し
、安全
保
健
を
促
進 

す
る
手
段
、賃銀
の

#

月
支

»

公
共
事
業

'
の
歸
負
契
約
制
度
を
徹
灣
し

^

設
市

.

を̂
：肆
け
«
輸 

を
：低
廉

k

し
、
ス
、
ナ

ラ

ィ

キ

：̂
代
石

' 紱
仲
裁

_

度
を
以
て
し

|#
屬

«

族
；
の
_

入
を
禁

ih
し
、同

等 

作
業

k

、同
额
辦
の
賃
銀
を
支
柳
ひ
、八
時
間
：努
：働
を
行

a
.、全
：國
の
綠

'裏
紙
幣
通
貨
は
之
：

を
：：

直'接人 

民

^
.對

し
：：

て
發
行
し
、三
分
六

.厘

.五
韦
以
よ
の
利
率
を
有
せ
ざ
る

&

府
公
偾

ビ

和
互

.
k
交
換
し 

得
ベ
：さ
こ

v

之
で
あ
る

。

：

:

;

I 

y 

:

第一
'

i

十
W
卷
.

(
1
1

三)

.
弓
ナ
ィ
ッ
ふ
ブ-
レ
ー
パ
ー
歲
立
前
の
^
働
悄
勢
 

2

.城

. 

一.-
-
kへ



笫
ニ
十
s

 

C

 

ニ

四

し

{T

ナ
ィ
ク
•
オ
ブ
*
レ
丨
バ
ー』

成
立
前
の
勞
働
情
勢 

第1

號

ニ

四

通
貨
問
題
は
前
囘
の
大
會

R

於
け
る
ど
同
樣
喧
玟
し
い
論
議
を
惹
起
し
、マ
ク
ネ
ィ
ル
は
綠 

裏
紙
幣
主
義

ic
反
對
し
た
が
、大
會
は
絕
對
多
數
を
以
て
之
化
賛
成
で
あ
つ
た
。
乙
れ
以
外
の 

重
要
な
る
決
議

^
し
て
は

勞

資
商
の
任
意
調
停

?:
勸
毋
す
る
こ

£

0

の
使
用
人
に
對
す
る 

八
時
間
勞
働
法
幷

R

勞
働
時
間
短
縮

'.の法
雜
を
施
行
す
る
乙

^
を
要
求
し
た
。
蓋
し
工
場
勞 

働
者
、汽
苹
及
び
馬
取
鐡
道
會
社
の

'使
用
人
、學
樂
場
の
使
用
人
、商
店
其
他

.の

.店
員
は
、有
效
な
.る 

.交
法
ド
ょ
つ
て
過
度
の
勞
働
時
間
の
短
縮

?:
爲
し
得
る
の
み
で
あ
る

」

か
ら

S

決
議
は
述
べ
て 

ゐ
る
。

.
又
政
府
事
業

^

於
け
る
請
負
契
約
制
度
の
廢

Jh
?:
要
求
し
、勞
働
組
合

?:
組
織
す
る
權 

利
を
要
求
し
、議
會

k

對
し
て
全
國
の
特
許
狀
の
下
附
を
願
出
た
る
鑄
物
ェ
組
合
化
之
を
下
附 

す
べ

&

1
ど
5:
促
し
、構
成
團
體
を
し
て
禁
酒
を
加
入
條
件

^

な

S

し
む
る

Z
ビ

を
勸
齿
し
、支
 

那
人
其
他
の
奴
隸
勞
働
の
移
入
に
反
對
し
た
。
而
し
て
政
治
行
動
に
關
す
る
重
要
問
題
に
就 

て
は
、

I

切
の
政
黨
の
公
言
を
無
視
し
て
彼
等
の
主
義
に
共
鳴
す
る
者
の
み
に
投
票
す
ベ

s
 

t
 

ど

.?:
決

議

し

た

ノ

 

：
 

.

大
會
が
終
ぅ
た
る
後
、會
長

k

W
選
せ
ら
れ
た
る
口

'
パ
ー
ト

•
シ
リ

ゾ

ダ
は
布
吿

1
,總て
の
勞 

働
團
體

R

送
ぅ
、八時

'間
努
働
法
を
死
文
ビ
せ
る
合
衆
國
監
督
技

1|
1
|
*ミユ

!

レ
ッ
ト
の
行
爲

こ

%

1

\
!

I
!
!

I

!

議
す
る
爲

k
民
聚
大
會
を
召
集
す
る
幽
蹬
の
成
立
せ
る
乙

€

を
知
ら
し
め

*
且
つ

『

產
：槳畿
會

』 

の
財
政
上
の
決
議
を
民
衆

^
傳
ふ
べ
.さ

乙

ビ
を
促
し
た
。

シ
リ
ン
グ
は
各
州
に
於

て『

產
業
同 

胞
會

』

の
設
立
事
業
を
爲
す
總
代
を
選
豸
し
た
。
併
し
乍
ら
勞
働
組
合
は
全
國
組
合
も
地
方
組 

合
も
，斯
の
如
さ

『

産
業
議
會

』

の
訴
言

R
耳
を
藉

3

な
か

.つ
た
。
前
代
未
聞
の
不
況

k

ょ
つ
て

^
 

働
組
合
は
相
繼
で
簇
生
せ
る
賃
鈒
引
下

^
對
抗
す
る
活
動
^
忙
殺
せ
ら
れ
ざ
る
を
得
な
か
つ 

た
の
で
あ
る
。
而
し
て
斯
か
る
時
代
に
於

て
、全
國
聯
合
團
體
を
組
織
せ
ん
ど
す
る
企
圖
が
失 

敗

^
終
る
の
は
誠
に
自
然
で
あ
る
。
加
之
、

『

產
業
議

.會』

に
あ
ぅ
て
は
會
規
が
未
完
成
で
あ
々
、
 

活
動
の
綱
領
が
確
定
せ
ら
れ
な
か
つ
た
の
で
あ
つ
た
。

(

o
i
i
n
s
, 

pp. 

I
6
T
I

6
6
; 

Bimba, p. 

154; 

W
a
r
e
,

 

pp. 

15-17
.〕

.1

八
七
五
年
四
月
十
三
日
ィ

ゾ
デ
ィ

ァ
ナ
ポ
リ
ス

^
_
催
せ
ら
れ
た
る
次
囘
に
し
て
最
終 

の
大
會

R

於
て
は
べ
國
際
活
版
エ
組
合

』
(International 

T
y
p
o
g
r
a
p
h
i
c
a
l

 

u
n
i
o
n
)

以
外

^

は
、全
國
勞 

働
組
合
も
都
市
勞
働
組
合
も
代
表
せ
ら
れ
ず
，

一ー
十
三
名
の
代
表
者
は

㈣

れ
も
全
國
_

體
の
创 

設
せ
る

『

產
業
糾
合

』

又は

『

淹
業
協
議
會

』

か
ら
派
遺

.せ
ら
れ
た
の
で
あ
つ
た
。
而
し
て

.シ
リ
シ
ダ 

VJ 

.ヵメ

 

ロ
ゾ
の
兩
名
以
外

^

は
著
名
な
る
代
表
者
は
無
か
つ

.た。
前
文

ビ

綱
領

v
j

は
本
質

^

第

二

十

叫

卷

(

ニ
五)

『

ナ
ィ
-ソ
*
ォ
ブ
-
レ
ー
バ
ー』

成
立
前
の
熒
働
愔
勢 

第
一
號 

ニ
五



第
.

a

十
pa
卷

c 

ニ.六〕
『

ナィッ
•
す
.ブ
•
レ丨バ丨』

成
立
前
.の勞働情勢： 

第

一

號

ニ

.
！
、

於

V
前
囘

W

同

1

で
ぁ
キ
唯
々
勞
働

1

§

っ
：て
軍
隊
の
出
動
す
る
ミ
：

，rし
を
非
類
す
る
事 

現

？:
附
划
し
た

.の
み
で
あ
る
。
而
し

て

，

此
大
會
の
重
要
な
る
事

*-
は
會
則
の
採
擇
で
あ
つ

t
o
 

ロ
チ
：、
ス
タ
ー
大
會
に
於
て
任
命
せ
ら
れ

た

る

委

員

會

は

、現

存

す

，：る

勞

働

團

體

の

統

一

が

不
 

可

A

で
あ
る
こ
ど
を

- «
M
r
し
其
結
果
全
然
新
し
い
俞
則
を
作
成
す
る

z
€ 

な
つ
た
。
乃
ち

.
 

*

員
會
は
州
國
體
を
某
本
軍
位

V

し
市
及
び
區
の
產
業
協
議
，會
を
之
^
從
屬
ず
る
も
の
ミ
す 

る
_討
靈
を
神
て
た
。
併
し
乍
ら
各
全
國
團
體
は
其
利
害
を
保
議
す
る
爲
め
に
特
別
の
書
記
を 

選
出
す
る

乙

で
'が
出
來
る
規
定
で
あ
っ
た
。
大
會
は
此
會
則
を
採
擇
し
た
る
上
閉
會
し
た

0
 

.

.
r
し
.て
此
大
會
以
後
此

11
體
が
存
雜
し
た
る
證
據
は
少
し

も

無
い
。
，一
八
七
六
.年ビ
ッ
ッ 

ハ
ー
ク

k

M
て
勞
働
蓮
動
を
統
一
せ
ん

ビ
す
る
他
の
企
圖

•
か行
は
れ
ん
が
、それ
は
全
然
相
異 

せ
る

€

こ
ろ
ょ
ぅ
發
生
し
次

.期
の

'出
來
事

-

屬̂
す
る
の
で
あ
る

0

斯
の
如
く
し
て
長

W

の

 ̂

S

な
る

T

況

||
4

代

^

於
け
る
勞
働
駔
合
の
全
國
聯
合
體
を
組
織
せ
ん

V」

す
る
企
圖
は
、祿裏
紙 

幣
運
動

R
.途
を
讓
る
こ

V
J

ビ
な
っ
た
の
で
あ
る

o

綠
裏
紙
幣
運
動

(

p

o

t) 

k
就
て
は 

次
項

-^
於
て
之

k

論
及
し
、且

.つ
他
日
機
會
を
得
て
页
に
論
述
を
重
ね
る

•
で
あ
ら
ぅ
が
、其
本

其 

の
性

.質
^
於
て

.は
資
本

.を
有
.せ
ざ
る
者

K

辦
業
上
富
裕
な
る
者
^
均
等

' 
の
機
會
を
提
供
す

' る

計
#一 

で
お
る
。
そ
れ
は
鈒
行
家
邦

k

仲
介
商
人
の
掌

.中
よ
う

.信
用
統
制
の
權
，力を

.剝
奪
し
、政 

府
の
：援
助

k

よ
つ
て
物
質
的
財
貨
の
生
產
者
ド
信
用

<£
:
資
本

W

を
提
供
す
る
の
で
あ
る
。
而
 

し
て
其

外
見
に
於
て
は
通

貨
改
革
の
問
.題
で
あ

う、
所
謂
綠

裏

紙
幣

9

ョ
g
cr
を
^

な
る

南

北
戰 

爭
當
時
發
行
せ
ら
れ
た
る
紙
幣
か
ら
命
名
そ
得
れ
。
併

-:
^

乍
ら
そ
：れ
は
通
貨
改
萆
問
蹑
以
ェ 

の——

產
業
民
主
制
度
の
問
題
で
あ
る
。

： 

‘ 

/ヴ

.

.
 

'
.其
の
綱
領
は
ド
ィ
ツ

k
於
け

.る
ラ

.ッ
ナ
ー

\

の
綱
領

V
J

共
通

の

0

が

多
い

b

彼
は
國
家
が 

勞
働
者
の

.協
同
組
合
に
信
用
を
貸

.興

.す

.る

Z
. V 」

ド

よ
々
て

.私

.的
資
本
主
義
を
消
滅
せ

.し
む
る
，

 

乙

ビ
が
出
來
る
、、

」

；信，じ
た
の
で
あ
、る。
然
る

k
綠
裏

.紙

.幣
運
動

.代
於
：て
は

•國
象

•の
®
稅'.
權
の 

代
う
に
南
：北戰

.

.爭
K

よ
る
；莫
大
な
る
政
府
の
負
偾
を
、勞
働
階
紙
に
資
本
を
提
供
す
る
手
：段

ビ 

し

.て
利
用
す
る
の
で
あ
つ

.た
。

；'
而
し
て
此
事
を

*

行
す
る

ド

は
政
府
公
偾
の
利
率

V
J三

分
' 

R 

低
減
し
且
つ
之
を
法
貨

k
兌
換
し
，更

k
所
有
者
の
希

M 

k
よ
み

.之

.を
公

.偾

R
も：兌
換

-L
得.る
 

乙

ビ

ビ

ず

る
の
で
あ
る

0

換
言
す
れ
ば

.綠
：裏紙
：幣
は

.1

時
の
知
く
疋

.貨

;5
:
以
て

3 ?
拂
は
れ
ざ 

る
手

^

た
る
代
彡

^

^

®の
公
偾
を
以
て

.
«還
せ
ら
れ

.る
の

.で、あ：る

o
.
.
. 

}

方

.̂.於

て

は

政

府 

公
：債
の
所
有
者
は
私

A

ic
貸
付
：け
て

三
.
分
よ
々
以
、上，

.の
利
子

?:
得
る
：こ

V
J

が
.出
'來
る

.

.なら
ば
、

第一， l.

十
四
卷
.

(

二
.七
，〕

『

ナ
ィ
ク
•
ォ
ブ
•
ゾ
.丨
ぺ
丨』

成
立
前
の
'勞
働
情
勢 

笫
ー
鄹 

ニ
，七



節ニ十

.四
卷

(

二八

〕
『

ナィッ

•ォブ

•
レ—

バ
I』

成
立
前
の
勞
働
情
勢
 

银一

雛

ニ

I

其
所
有
す
る
公
偾
を
政
府

R

返
納
し
て
、其額
相
赏
の
綠
裏
紙
幣

?:
受
取
々
，生
產
漭

k

對
し
て

.
 

手
形
又
は
抵
當
物

^

交
'換

R

貸
付
け
る
で
あ
ら
ぅ
。
勿
論
、公
債
額
に
對
す
る
法
貨
の
ィ
ン
フ 

レ
ー
シ
ョ
ン
が
起
る
か
も
知
れ
な
い
。
併
し
乍
ら
總
て
の
物
價
は
農
夫
、エ
作
者

^

同
樣

^

同 

時

?2
:
影
響
を
與
へ
、

彼
等
の
協
同

事
業

は
兰

分
少

し
の
低
利
で
資
金
を
得
る

Z

ヾ

」

が

出
來
る

か 

ら
ィ
ン
フ
レ
ー

シ
ョ

ン
は
重
大
で
は
な
い

。
斯

の
如
く
し
て

商
人

ビ

競
爭
の
立
場

R
立
ち
勞 

働
者
は
賃
銀
制
度
か
ら
免
れ
て
自
主
自
傭
制
度
に
入
る

乙

が
出
來
る
の
で
あ
る
ど
言
は

n 

る

(
c
o
m
m
o
n
s
,

 

pp. 

1
6
6
; 

B
i
m
b
a
,

 

p* 
1
5
4
; 

W
a
r
e
,

 

pp. 

1
5
-
1. 8

; 

P
e
r
l
m
a
n
,

 

H
i
s
t
o
r
y

 

of T
r
a
d
e

 

U
n
i
o
n
i
s
m

 

m

 

the 

U
n
i
t
e
d

 

States, 

pp. 

5
1-
5
2
)
(

尙
ほ
綠
裏
紙
幣
運
動
^
就
て
は
本
誌
第
二
十
三
卷
第
七
號
所 

載
の
拙
稿

「
『

全
國
勞
働
組
合

』

ど
政
治
經
濟
問
題

」

に
於
て
も

論

及

し
た
る
事

が
あ
る

〕

。

ニ
綠
裏
紙
幣
»

一

 

八
七
四
年

丨

一
八
七
七

S 

1

八
七
四
年
及
び
七
五
年

^

於
け
る
勞
働
組
合
の
急
速
な
る
崩
壊
ど
共

k
、政治
上
の
國
體 

を
紺
織
す
る

A
J

ど
が
他
の
方
而
か
ら
發
生
し
た
。
そ
れ
は
農
民
の
獨
立
せ
る
政
黨
で
あ
つ
た
。

. 

『

農
民
の
保

_

者』
(

p

&

i
 

o
h 

H
u
s
b
a
n
d
l
y
〕

紛

#

の
結
果
，一
八
七
四
年
多
數
の

^I
R

於
て

「

獨
占 

反
對

」

«「

改
革

J

黨，「

獨
立

*

ヾ

」

し
て
知
ら
れ
た
る
農
民

の
政

黨
が
起
つ
た

o (『

農
民
の
保
護
者

』

に

就
て
は
本
誌
第
二
十
三
卷
第
十
號
所
載
の
拙
稿

「『

全
國
勞
働
組
合

』

の
崩
壊
ど
一
八
七
三
：华の 

恐

ff
i
rc
於
て
論
及
し
た

0

而
し
て
其
有
力
な
ぅ
し
州
は
イ
リ
ノ
イ
、イ
ン

デ

4

ア

ナ
、ゥ

ィ

スコ
 

ゾ

シ
ン
、ミ
ネ
ソ
タ
、ア
イ
オ
フ
"力
ソ
フ

ォ

,
二
ア
等
で
あ
へ
イ
ン
デ
ィ
ア
ナ
及
び
イ
リ
ノ
イ
の

兩
州

R

於
て
は
綠
裏
紙
幣
主
義

^

基
&
®
道
及
び
倉
庫
の
獨
占

k

反
對
し
た
。
併
し
乍
ら
打 

纘

V

不
況
は
、農
業

^

も
他
の
產
業
ど
同
樣
に
影
響
し
、全
國
綠
裏
紙
幣
黨
の
前
途
^
囑
目
せ
し 

む
る

^

至
ぅ
ニ
八
.七四
年
八
月
十
ニ
日
め
イ
ン
デ
ィ
ア
ナ
州
に
於
け
る
農
民
*
の
大
畲
は
同 

年
十
一
月
イ
ン
デ
ィ
ア
ナ
。ホリ
ス

^

全
國
大
會
を
開
催
す
る
招
請
狀
を
發

.し
た
。
招
請
狀

V
J
 

受
け
た
る
勞
働
指
導
者
中
^
は
ユ
ー

•
シ
ー
。力メ

 

口ン、ア
レ
キ
サ
ン
ダ
！
ト
ロ
ク
ブ
、口

 

V

I
ト
.

シ

リ
ゾ

グ、リ
チ
ヤ

ー

ド
•ツ
レ
ベ

ソ

ッ
ク
、ジ
ェ
！
エ
ッ
チ
•ラ
イ
ト
、ホ
レ

ー

ス
•エ
ッ
チ
•、デ
イ
等
が 

ぁ
つ
た
。 

.

大
會
は
十
一
月
二
十
五
日

^
開
催
.せ
ら

れ、イ

ン
デ

ィ

ア
ナ

。ホ

リ

只

の
法
律
家
に
し
て
綠
裏 

紙
幣
運
動
の
全
期
間

?:
通
じ
て
重
要
な
る

役

目

?:
演
じ

た
'る

ジ

.丨
ム
ズ
，

ブ
カ
ナ
ン

Q
I
2

 

B
u
c
h
a
n
a
n

ゾ
が
主
宰
し
、翌
年
早
々
ク
リ
ー
ブ
ラ

ゾ

ド
に
開
催
す
ベ
さ
全

.國
大
會
の

-準
備

V
J

し
て
、
 

此
大
會
は

®:
ら
貨
幣
問
題

?:
取
®
へ
る
組
合
の

甚

«

を

定
.め
た
。

大
會
は
貨
幣
問
題
の
解
決

笫
ニ
十
四
.卷

C 

U

九〕
『

ナ
イ
ツ
•
方
ブ
，
レ
ー
バ
ー』

成
立
前
の
勞
働
愦
赞 

第1

號 

ニ
九



银
ニ
十
四
卷C

三
〇〕

，

『

ナ
イ
ブ
；
ブ
•
レ
丨
バ
丨』

成
立
傲
の
#-
働
情
勢 

第
一
號

が
如
何
な
る
他

'の
問
題
ょ

▲

も

民
衆
の
物
質
上

.の
利

f

關
係
す

.る
'
.

V
J

乙

ろ
が
深
甚
で

あ

る 

w

主
張
し
，綠裏
紙
幣

V
J以
て
國
債

?:
偾
還
す
べ
さ
こ
ど
、相
互

^
,兌
換
し
得
る
法
貨
ど
一
年
三 

分
六

M

五
宅
以
內
の
利
子
:を有
す
る
公
偾
を
發
行
す
ベ
き

i

 

: 

y
j

を
要
求
し
た
。

次
で

一

八
七
五
年
三
月
十
一
日
ク

y 

J

ブ
ラ
ン
ド

^

大
會
が
開
催
せ
ら
れ
た
。
而
し
て
お 

席者は；
ドソゾ河どミシシッビ

|

河
>」

^
ょ
つ
て
境
界
を
作
ら
れ
る
地
方
の
諸
州
か
ら 

派
遺
せ
ら
れ
、其
外
に
バ
ー
ジ
一
一
ア
、西
パ

I

ジ
一
一
ア
、ア
イ
オ
ソ
、ミ
ズ
ー
ソ
の
諸
：

^

か
ら
も

e

表
 

者
が
派
逍
せ
ら
れ
た

0

其
綱
領
に
は
何
等
の
變
化
が
無
か
つ
た
。
新
政
黨
の
名
稱
は

「

獨
立

」

黨 

•ビ
決
定

^

ら
れ

.

'八
七
八
年

^

で
其
名
稱
を
保
持
じ
た
の
で
あ
る
が
、最初
か
ら
綠
裏
紙
幣
黨 

ビ

レ

て
知
ら
れ
て
ゐ
た
。
出
席
し
た
る
勞
働
指
導
者
^
し
て
は
力
メ

 

口
シ
、
、ゾ■
ソ
ン
ダ
、ライ
ト
、
 

フ
ォ

I

ラン、
ジョ

V

シ二
 

—
、
エッチ

•オー

：
v
ヱ
グ
ド
ン
牧
師
、

(
^
e
y
.

 

?
 

p
 

S
h
e
l
d
o
n
〕

黑
人
シ

! 

ダ
ブ
ル
ユ
ー

，ト
ム

ス

シ

彡
，

H
tr
o
m
p
s
o
n

)

等
が
あ

る

が
、是
等
の
人
々
の
殆
ん
ざ
全
部
が
崩 

壞
し
た
る
組
合
の
指
導
者
で
あ
り
た
こ
ど
は
意
味
深
長
で
あ
る
。

社
大
#
ビ
相
前
後
し
て

「

獨
占
反
對

」

大
會

.が
ホ
レ
！

.
ス
•

デ
イ

k

ょ
つ
て
一
八
七

31
-

年
三
月
三
 

日ヘンシグベ二ア州

、ノ

ソ

ス
ブ

ググ

^

於
て
開
催
せ
ら
れ
た
。
、デイ
は
前
年
十
一
月
ニ
十

五
日
の

犬
會
举

備
會
を

勞
修
者
が
十

分
代
表
.せ
ら
れ
て
居
な
い

せ
言
ふ

® 

®
5r
以
て

脫

退
し
、
 

農
民
ど
職
工
の
大
會
を
目
論
見
つ
つ
あ
つ
た

0

で

^.
る
。
此
大
食
の
出
席
.者は
總
數

一 
一
W

五
 

十
六
名
で
、

全
國
各
地
の
代
表
者
ょ

.々
成
る

晕
國
大
會
を

七

^

|

日
ド
開
催
す
る

乙

€

を
議
決 

し
た
。
而
し
て
此
大
會
は
九

月

シ
ン
シ
ナ
テ
ィ

k

於
て
擧
行
せ
ら
れ
、

『

坑
失
全
國
組
合

』
(

,
o
r
s 

National, u
n
i
o
n
〕

の
會
長
ジ

ョ
ン
‘
シ 

一一
I (

J
L
h
n

 

s
i
n
e
y
〕

?:
議
長

^

選
擧
し
た
。
此
大
會

R

於
て 

採
擇
せ
ら
れ
た
る
綱
領
は
、ク

リ

ー

ブ

ラ

ン

ド

k

於

け

る

獨

立

黨
の
採
擇
■せ
る
綱
領

€

本

.質

上
 

相
異
し
な
か
つ
た
が
、ま要
な
る
論
議
は
新
し
さ
政
黨
を
設
立
す
ベ
会
か
、心同
を
以
て
す
べ
さ 

か

^
關
し
て
居
た
。
デ
イ
は
前
奢
を
代
表
し
、シ
ニ

ー

及
び
シ

ソ

シ
グ
は
後
者
を
代
表
し
た
。
 

而
し
て
シ
リ
ン
ダ
の
決
議
が
通
過
し
た
か

ら

、
デ

イ
は
牌

.巡
'し
、爾
後
綠
裏
紙
幣
運
動

k

加
盟
し 

な
か
つ
た
。

次
间
の
大
會
は

.一

八
七

六
年
五
月

十
七

日インディァナボリス

k
於
て
關
催
せ
ら

れ

た
。
 

ッ
レ
.ベ

リ

ッ
ク、ト

.口

ゥ
ブ

、ヒ

ン
チ
ク
リ

.
ッ

フ

の
三
名
が
勞
働
代
表
者
た

る

の
み
で
、役
員
^
は 

富
裕
な
る
製
造
業
者
、法律
家
等
が
擧
げ

.ら
れ
、彼
等
は
何
れ
か
の
旣
成
政
黨
の
關
係
者
で
あ
つ 

た
。
而

し

て
其
綱
領
、、

J
せ
る
綠
裏
紙
幣
主

.義
、は『

全

國

勞

働

組

合』
(National 

L
a
b
o
r

 

u
n
i
o
n
)

の

第

二

十

四

卷(

三I 

)
『

ナ
イ
、ソ
*
方
ブ•レ

，-.

バ
1
'

』

成
立
前
の
勞
働̂

 ̂

第
一
.號 

ニ
ニ



第11.

十
四
卷

C

三ニ

)
『

ナ
ィ
ツ
•す
ブ

.
レ

ー

バ

ー

』

成

立

前

の

勞

働

情

勢

. 

0

一
號
，

三
一J

も
の

ビ

は
不
同
で
あ
つ
た
。
資
本

^

ょ
る

生
-產
階
級
の
掠
奪
の
代
々
^
、そ
れ
は
產
業
不
況
を 

救
濟
す
る
計
書
ど
な

C
V

た
の
で
あ
る
。
又
以

.前
に
は
一
般
物
價
平
準
を
問
題

S

し
た
の
で
あ 

る
が
、獨
殳
黨
は
正
金
取
戾
沬
を
即
時
無
條
件
を
以
て
_廢
此
す
る
こ

V
J
k賛
成

し
、
綠
裏
紙
幣
の

收
縮
政
策

.̂
反
對
す
る

Z

€ 

而

し
て
獨
立
黨
は
大
統
領

•0
候

#

者
に
ニ
ュ
ー
ト
ン
•フ
 

1

タ
！

ク
I

ハ
.
.I.

は
一
七
九 

々
の
，事
業
を
經
營
し
て
成
功 

鐵

H

所
を
興
し
た
。
此
工
場 

の
機
關

51
1

2:
建
設
し
た
の
で 

設
立
し
、他

R

4
同
#
の
事
業 

五
四
年
資
金
を
提
供
し
て
ニ 

成
を
見
た
。
之
は
ァ
メ
リ
力 

4

の
で
あ
つ
た
。
彼
は
一
八

を
表
明
し
た

0

選
擧
戰

^
於
て
ビ
ー
タ
ー

•
ク
ー
パ
ー

(peter 

c
o
o
p
e
r
)

を
大
統
領 

f

ス

(
N
e
w
t
o
n

 

B
o
o
t
h
〕

を
副
大
統
領
の

.候
補
者

^

指
命
し
た
。
ビ
 

一
年
一
一
ュ

1

ョ
ー
ク
市
化
生
れ

M

車
職
エ
を
振
出
し
に
漸
次
種 

し、一

八

三
〇
年

^

は
メ
リ
|
ラ

ン
ド
州

カ
ン
ト
ン

^

カ
シ
ト
ン 

k

於
て
彼
は
自
己
の

設
訐

R

ょ
っ
て
ァ
メ
リ
カ
に
於
け
る
最
初 

あ
っ
た
。
彼
は
ま
た
ヒ
リ
ッ
ブ
ス
ブ
ル
グ

k

三
っ
の
熔
鑛
爐
を 

を
興
し
た
。
彼
は
勞
働
階
級
の
無
料
敎
育
に
興
味
を
有
し
ニ

八 

ュ
ー
.ョ
ー
ク
の
ク
ー
パ
ー
組
合
の
基
礎
を
作
ぅ

'
八

五

九

年
完 

の
住
民
^
對
し
實
際
的
科
學
ど
技
術
の
改
善
指
導
ド
識
す
べ
さ 

八

三
年

r
ュー•ョ

I

ク
市

k

於
て
歿
し
た
0
而
レ
て
副
大
統
領

の
候
補

*

k

推

s

n

た
る
ブ
ー
ス
は
カ
リ
フ
ォ

\

 

二
ァ
州
選
出
の
上
院
議
员
で
綠
裏
紙
幣
主 

義
の
氏
主
黨
员
で
あ
つ
た

が

、

之
を
辭
退
し
た
の
で
ぜ
ハ
代

6

k

オ
ハ
ィ
ォ

ー

州
の
サ
ミ

,

工
ぐ 

エ
フ

•ヶ
—

リ

―

將
軍

(
G
e
n
e
r
a
l

 

S
a
m
u
e
l
F
.

 

C
a
i
y
}

を
指
名
し
た
。

然
る
に

選
礙
戰

は

少

し
も
活
氣
を
有
し

•な
か
つ
た
。

.獨
立
黨
は
何
律
の
組
織
を
有
せ
ず
、夂、
 

ク
ー

、ノ
丨

の
提
供
し
た
る
以
外

^

ぽ
資
金
を
も
有
し
な
か
つ
た

。

-i
j
l之
#

働
階
級
の
利
益

ノレ 

な
る
ベ
き

#
等
の
企
圖
を
名
爲

3
な
か
つ
た
。
而
し
て
投
票
罈
數
は
大
凡
十
翦

M
で
あ
坎
そ 

れ
は
殆
ん

W

田
園
地
方
か
ら
齎

3

れ
た
の
で
あ
つ
た

U

何
れ

.̂し
て
も

勞
働
階
級
：

は

第

三
黨 

k

對
し
て
は

無
關
心

で
あ
つ
た

ビ

言

は
ね
ば
な
ら
ぬ
。

(
c
o
m
m
o
n

 
ノ pp. 

1
6
7
1
1
7
1 ;

w
imba, 

p. 

162 ; 

Perlman; 

p. 

500
ン

^

Beard, 

A

 

Short 

History 

of A
m
e
r
i
c
a
n

 

L
a
b
o
r
g
o
v
e
m
e
n
t
,

 

pp.: 

83-84)

,

 

三、

『

産
業
主
權
者
團

』

及
び
發
働
組
合
運
動

.『

產
業
主
權
者
團

』
(sovereigns 

of I
n
d
u
s
t
r
y
)

ビ
稱

す
る
團
體
は
、一
八
七
〇
年
代

k

於
け
る
.協
 

同
組
合
の
形
式
で
あ
つ
た
。

1

八
六
〇
年
代
の
協
同
組
合
運
？

相
異
し
て
、勞
働
階
級

k
生 

活
必
要

«1
7
,を

配

給

す

る
こ
ど
を
出
發
黙

ヾ

」

し
た
。
勿
論
、終
局
ヒ
は
一
般
市
場

k

對
し
て
貨
物 

の
生
產
を
行
ふ
べ
き
考
を
抱
懷
し
て
ゐ
た
の
で
あ
る
。
而
し
て
此
運
動
の
.中
心
地
は
直
接
自

笫

ニ

屮

肫

卷

c

三
三)

『

ナ
ィ
、ソ
.
ォ
ブ
*
レ
ー
バ
ー』

成
立
前
の
勞
働
情
勢 

第
.

1

號 

i



第

二

十

四

卷(

三
四)

『

ナ
イ
ツ
•
气
フ
•
レ
ー
バー』

成

立

前

の

勞

働

情

勢

^

l

M

三
四

主
企
寒
を
得
ん
ヾ

」

努
力
せ
る
西
部
地
方

R

存
せ
ず
し
て
、勞
働
者
が
大
な

A
V
小
な
心
永
久
的
努 

働
者
の
地
位

^

あ
る

乙

ヾ

」

を
威
知

し
、伸

介

者
の
利
润

?:
削
除
し
て
生
活
费
の
低
減
を
爲

さ

ん
 

V
J

せるマツチューセッツ州

k

存
在
し
た
。

『

產
業
主
權
者
自

』

は
.
一
八
六
八
年

®c
/f
f

の
使
用 

人
な
る
オ

!

エ
ッ
チ
。ケ
リ
ー

(

p 

PJ. 

K
e
l
l
e
y
)

の
組
織
せ
る

『

農
民
の
保
護
者

』

か
ら

發
達
し
、

『

保 

，

謹
渚

』

が
秘
密
結
社
で
あ
っ
た
の
で
、

『

主
權
者

』

も
之

^

倣
っ
た
。
ウ
ィ
リ
ア
ム

•
エ
ッ
チ

•ア
！
ル
 

r
w
j
b
a
m

 

.H. 

I

ぃarle)

力
灰
人
タ
ッ

 

'ト
レ

^
;
夕
フ
ル
ユ
ー

.
•ア
.タ
ム
ス

(

J
yrL
l。̂

〜

<

>
が巨

g
).

の
懇
請 

U

ょってマサチュ

1

セッツ州

^

於
け
る
農
民
倉
跖
の
管
现
に
當
っ
た
時
、此事
業
を
煨
民 

以
外

^

開
放
せ
ざ
る
こ
ど
の
非
を
說

9
、一
八
七
四
年

一

月
初
句
布
志
の
會
議
を
開
催
し
て

『

產 

業
主
揪
卷
»
全

|1
協
議
會

』
(
N
a
t
i
o
n
a
l

 

Council 

o
f t.he 

Order 

of Sovereigns 

of I
n
d
u
s
t
r
y
)

を
組

織 

し
た
。
 

•

此
團
體
の
目
的

^

關
し
て
は
其
創
立
者
ア
ー
ル
が
次
.の如
く
言
っ
て
居
る
。

.

「

菩
等
の
圏
體 

は
品
性
の
向
上
、狀態
の
改
善、幷

k

出
來
る
だ
け
あ
ら
ゆ
る
職
業

k

從
事
せ
る
勞
働
階
級
の
福 

祉
を
十
分
な

.ら
し
む
る
乙
ど
を
目
的
ど
す
る

。

吾
等
の
園
體
は
加
入
者
間
の
.友
誼
を
厚
く

し、
 

他

人

の

權

利
?:
尊

重

す

る

こ
ビ
を
圖
る
で
あ
ら
ぅ
。
菩
等
は
購
買
代
理
部
を
設
置
し
、之

R

ょ

0

て
生
康
者
に
直
接
到
達
し
、商
品
^
原
費
を
附
加
す

費 の も  る く 支 心 割 獲 て 丨 ょ の

達

し、
商
品
に
原
费
を
附 

無
用
な
る
刊
介
人
を
别
除
せ
ん
ビ
す
る
の
で 

れ
る
。
彼
等
は
總
て
の
消
费
者
か
ら
誅
求
す 

任

?:
有
す
る
も
の

V
J
Mは
れ
る
。
吾
等 

V
Jfc
決

意

す

る

。
•
•
•
•
•
.
吾

等

は

現

金

を 

一
割
五
分
を
節
約
す
る
。
：
：
：

w

單

k 

手
工
勢
働
者
の
爲

k
存
在
し
、

——

其
目 

を
得

^

せ、且

.
つ
他
の
手
工
勞
働

者
、
/し出 

W

心
他
人
の
勞
働

?:
胡
麻
化

し
、̂

れ

R 

,
Hら
節
約
せ
ん

V 」

す
る
の
で
あ
る
。

」

に
は
全

.
㈣
協
議

#
、州協
議
會
及
び
附
随 

產
業
的
職
業
に
從
事
せ
る
十
六
歲
未
滿

k

あ 

目
的
ど
衝
突
す
る
利
害
關
係

?:
有
せ

ざ

る

者

會 富 し 配 な 乃 む も

則 を て 權 る 至 乙 責

l c 由 取 を 手 一 ど 任 な  

は ら 心 将 エ 割 を を 彼 る  

全 節 他 3 努 五 決 有 等 仲  

國 約 人 せ 働 分 意 す は 介  

協 せ の 且 者 を す る 總 人

よ 來 的 言 支 は る あ 加

つ る は へ 拂 純 の る

る
以
外
に
は
何
事
を
も
爲

3

ざ
る
多
數 

。
彼
等
は

.躭

^

十
分
富
裕
で
ぁ
る

ビ

思 

み
な
ら
ず
ィ

⑴
®

量
目
等
の
不

TE
ic
:
到
し 

正
な
る
貨
物
を
低
廉
な
る
價
格
を
以
て 

ひ、多數
の
注
文
を
繼
續
し
、購入
額
の
一 

ば、此
組
合
は
赏
の
眞
の
生
產
激
な

る
熱 

彼

%

を
し
て

:!
1〈

生
產
せ
る
も
の

一

切
の 

'た
け
均
等

k

之
を
交
換
せ
し
め
、斯の
如 

て
^

を
^
ん

7」

す
る

' 者
が
從
來
掠
奪
せ

は

入

會

金

人

十

五

セ

ン

ト

每

年

の

會

费

人 は ら の  

ニ  • 加 ざ 協

議

#

る

"ni
l 

入
す 

十
セ

笫

ニ

十

叫

卷

(

三
五〕

『

ナ
イ
ク
•
7>
'
ブ
*
レ
ー
パ
I』

成
立
前
の
勞
俲
情
勢

す
る
規
定
が

.
あ

-
C
N、

何
人
、、し
雖 

性
の
高
你
な
る
者
に
し
て
、

此

_
體 

る
z

<t

が

出

來
M

し
て
圆
體
の
經 

ン
ト
及
び
管
轄
す
る
下
位
の
協
議笫

.
ー
虢

 

11;

五



第

二

；
十

四

卷
.

c
-~
六〕

' f

ナ

イ

ツ•
>
.
フ
•
レ
ー
パ
ー』

成
立
前
の
勞
働
情
勢
'

第
一
號
；

モ
六

^

對
す
る
特
許
狀
の
手
數
料
一
件
十
五
ド

V

等
の
收
入
を
以
て
支
辨
し
气
而
し
て
會
員 

北
部
諸
州
に
於
て
急
速

^
:應
募
せ
ら
れ
、ー
八
七
五
年
-

——

一
八
七
六
年
に
其
總
數
四
萬
ビ 

せ
ら
れ
、其七
割
五
分
は
ニ
ユ
！
イ
ン
グ
ラ

\

ド
諸

#1
、_
割
三
分
は
マ
ナ
チ
ユ
ー
セ
ッ
ッ
州 

ら
得
ら
れ
た
の
で
あ
つ

‘
た
。

一
八
七
五
年
百
〇

」

の
地
方
協

_

會
が
何
等
か
の
方
法
を
.只

供
給
を
な
し
^
中
四
十
六
が
店
舖
を
經
營
し、一一
十
は
ロ
ッ
チ
デ
ー
ル
式 

價
販
寶
を
行
ひ
、共他
の
も
の
は
營
業
店
舖
を
し
て
加
久
者
に
對
す
る
割 

,

而

'し
て
其

#

年
の
販
賣
價
格
は
大
凡
三
百
翦
ド
，
で
あ
る

V
J

推
算
せ

れ を 則 加

シ 紐 之  

3 合 Iこ

を 合 八 た 協 b 入  

も 併 七 ° 宛 二 者  

吸 せ 四  し 十 It

收 ら 牟 て 六 貨  

す れ よ  居 は 物

る 現 6 た 原 の

1

八
七
六
尔
に
至
る
此
團
體
の
殷
盛
沏

^
於

て
は
多
數
の
勞

.働
圃
體
•か
 

に
数
個
の
獨
立
せ
る
協
同
購
買
組
合
が
地
方

支
部

メ

な
6

、數
個
の
勞
働 

k
至
つ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
故
に
勞
働
組
合
の
べ
王
要
機
關
紙
で
あ
る

『

ナ
 

ナ

r

レ
ー

\

 
!

ト

ソ
ビ

.
ュー

シ』
(
N
a
t
i
o
n
‘1
1
L
a
b
o
r
H
i
b
L
I
l
l
e
)

は
此
團
體
を
.攻
擊
し
て
唯

 ̂

低
廉

k
購
買
す
る
こ
ど
を
卩
的
ビ
す
る
の
み
で

あ
るヾ

」

主

張
し
た
。
之

.
k
對
し
て
彼
等
は

共 

の
全
賃
鈒
制
度
ビ
抗
郇
す
る

乙

ぐ」

、勞

働
の
全
收
獲
を
要
求
せ
る
乙

V
J

を
以
て
答
へ
、又
何
れ
の

現
存
す
る
勞
働
團
體

v
j

も
衝
突
せ
ざ
る
所
以
を
述
べ
た
。
加
之
•彼
等
は
一
八
七
四
年
四
月
の 

『

產
業
議
會

』

を
團
體

^
合
併
せ
ん

^
圖
6

失
敗
し
た

^
、ヒ

3

へ
あ
つ
た
。
此
當
時
は
圈
體
の 

全
盛
期
で
あ
つ

て、
翌
尔

k

於
て
は
急
速

ic
衰
頹

{C

赴
さ
始
め
た
。
其
主
要
原
因
は

不

況
の
爲 

‘ 

め
に
現
金
支
拂
が
困
雛
ど
な

0

*1
1

入
者
が
脫
退
し
た
こ

^
で
あ
る
。
次

^
經
營
上
の
無
能
、/

」

.

不
JH

の
爲
め
に
打
擊
を
受
け、原
價
販
貪
の
場
合
化
於
て
は
骛
利
商
人
の
猛
烈
な
る
競
爭
が
あ 

つ
.
.た。
而
し
て
最
後
に
勞
働
組
合

.の
嫉
視
、ま
た
は
最
も
ょ
く
し
て
勞
働
組
合
の
無
關
心
な
る 

乙

V
J

も、一
八
七
八
年
の
壞
滅
の
原
因

5:
な
し
た
の
で
あ
る
。

(
c
o
m
m
o
n
s
,

 

pp. 

I
7
I
l
r
7
5

一

 

00
.
 

1
6*
1
7
; 

P
e
r
l
m
i
n
,

 

pp. 

6
2
-
6
V
R
i
c
h
u
r
d

 

T
,
E
l
y
,

 

L
a

 
び ou

r

 

M
o
v
e
m
e
n
t
:

 

in 

A
m
e
r
i
c
a
,

 

;pp>, 

1
7
4.-
1
7
6
}

次

^

勞
働
組
合
で
あ
る
が
、

一

八
六
〇
年
代
の
勞
働
組
合
は
到
底
失
業
及
び
賃
鈒
引
下
に

® 

杭
し
得
る
も
の

•
が
な
か
つ
た

0

當

.時
の
全
國
組
合
は

m

治
を
な
す
地
方
組
合
の
緩
慢
な
る
聯 

.
合
體
で
、そ
れ
ぞ
れ
の
貨
鈒
率
、徙弟
規
則
、勞働
條
件
を
有
し
て
ゐ
た
の
で
あ
る
。
而
し
て
若
干 

の
重
要
な
ら
ざ
る
例
外
は
あ
る
が
、全
國
的
の
給
付
制
度
は
亦
在
し
な
い
。
從
つ
て
勞
働
組
合 

が
加
入
者
を
保
有
す
る
の
は

•賃
銀
の
增
加
又
は
勞
働
時
盼
の
滅
少
^
成
功
す
る
程
度
に
ょ
る 

の
で
あ
る
。
そ
れ

^
同
時
^
賃
鈒
の
低
廉
な
る
爲
に
ス
ト
ラ
ィ
キ
甚
金
を
蓄
積
す
る
だ
け
の

•. 

辦

ニ

十

四

卷

(

三
七)

『

ナ
ィ
ッ
•ォ
ブ
•
レ
ー
バ
ー』

成
立
前
の
勞
■働
情
勢 

第
ー
號 

七



笫

ニ

十

四

卷(

三
八)

『

ナ
イ
ツ
•气
フ
•
レ
ー
バ
ー』

成
立
前
の
勞
働
愦
勢 

第
一
號 

三
八

餘
裕
が
無
か
つ
た
。

’
勞
働
組
合
の
笫
ニ
の
缺
點
は
著
名
な
る
勞
働
階
級
の
指
導
着
が
、

®:
治
速

動
の
爲

R
勞
獅
運
動
を
斷
念
す
る
傾
向
が
增
加
し
た
こ
ど
で
あ
る
。
機
械
工
及
び
鍛
工
全
國

'

 

.... 

...

組
合
の
會
長
フ

ェ
ー
レ

ゾ
バ

ッ
チ
は
一

'
八
七
六
年
ォ

，ノ

々

ォ
ー
州

立
法
部

k

入

6
、鑄
物

X

全 

國
糾
合
の
#
記

工

ッ

チ
•
ジ
ュ

r

;
ォ

ー

,

ズ

(

ド

V-
^
vp.
s

は
一
八

七
七
雄

ォ
ハ
イ
ォ
ー
州 

の
努
働

兼

統
計
屈
の
一
等

事
務

W

•<
£

な

A
y
^
0
エ
組
合
の
フ
ォ
ー
ラ

ン
は
聯
邦
諮
會

^

入
る

fi
u 

提

V」

し
て
ク
リ
ー
ゾ
ラ
ン
ド
に
於
て
法
雒
家
ど
な
つ
た
ノ
斯
の
如
く
し
て
一
八

七
七
部

以
後 

に
於
て
努
働
運
動
が
；

#

開
せ
ら
れ
た
る
時
、ホよ
々
親
し

み

あ
る
者
の
名
を

聞

く

こ

<£
は
稀
で
 

‘
 

あ

る

。

從
つ
て
組
合
員
數
の
減
少
せ
る
乙
ビ
は
當
然
で
あ
つ
て
ン
ー
八
七
七
伞
ニ
，丨•ョ
ー
ク 

市
の
組
合

W

は
僅
々
五
馮
で
あ

A
、
一
 

八

七

八年シンシナ

-
rィ
k

於
て
は
一

澉
以
上

’
^
達
せ 

ず、大
凡
ニ
十
苹
後

^

ゴ
ゾ
パ
ー
ス
の
推
算
せ
る
處

k

よ
れ
は

'

八
七
八
苹

k

於
け
る
一
切
の 

勞
働
組
合
の
加
入
漭
は
僅

^

五
寓
で
あ
ら
ぅ
ど
言
は
れ
る
。

斯
の
如
く
金
國
組
合
が
衰
颓
し
消
滅
せ
る
こ
ヾ

」

は

#

來
よ

6

も
典
数
を
減
少
し
如
脱
»
體 

を
減
少
し
た
の
で
は
あ
る
が
、仰
ほ
都
市
の
諸
業
協
議
會
を
比
較
的
重
要
な
る
も
の
.たら
し
め 

た。
都
市
の
諸
業
協
議
龠

R

よ
つ
て
加
盟
組
合
の
爲
め

R

ス
ト
，フ
イ
キ
茈
金
が
賦
課
せ
ら
れ
、

ニ
ユ
丨

，
ゴ
I

ク
の
協
議
會
の
如

&

は
會
規

R

ス
ト

ラ

ィ

キ
者
一
名

^
付

き

一
週
三
ポ
ゾ
ド
以 

下
の
ス
ト
ラ
ィ
キ
給
付
を
支
拂
ふ
爲
に
加
盟
組
合

^
對
し
每
週
.人
頭
賦
課
を
行
ふ
べ
さ

Z

<£ 

を
規
定
し

'

名
十
セ
ゾ
ト
を
以
て
永
續
的
ス
ト
ラ
イ
キ
某
：金
を
作
成
す
る
こ

V
J

を
も
規
定
し

た
。

努
慟
團
體
の
退
.歩
は
苦
闘
を 

影
響

5:
受
く
る

乙

^

大
な

6
し 

つ
た
。1ー

ユ
ー

•
ョ
！
ク
の
葉
卷

M

草 

R
活
動
的
>

」

な
夂
殳
ハ
後
分
業
及 

る

it
至
ぅ
、

一

八

七
三
年
會
員
大 

ト

ラ

ィ

キ

を

敢
行
し
、せバ
結
果
勞 

も
惹
起
し
た
。
乃
ち
傭
主
は
作 

た
の
で
あ
る
。
而
し
て
組
合
は

な
し
た
る
連
續
の
ス
ト
ラ
イ
キ
を
隨
伴
し
た
。
而
む
て
最
も 

産
業

は
、葉
卷
煙
草

製
造
業
、

繊
維
工
業
及
び
石
炭
採
掘
業
で
あ

製
造
者
は
始
め
一

八

七

ニ

苹
八

時
間
勞
働

ス
ト

ラ
ィ
キ
の
時 

び

幼
少
年
エ
、女
工
の
使
用
^
ょ
つ

て
、産
業
別
組
合
を
組
織
す 

凡

一
千

七

if
名
を
得
た
の
で
大
規
模
の
會
社

R

反
對

し

て

ス
 

働
者
の
敗
北
を
來
し
た
る
の
み

な
ら
ず
、

生
產
方
法
の
改
革

?: 

業
を
大
規
模
の
エ
場
ょ
ぅ
小
規
模
の
作
業
場
に
移
す
^
至つ 

一
八
七

五
年
殆
ん
ざ
全
部
の
組
合
員

を

喪
失
し
た

の
で

改
造 

を
な
し
、

1

八

七
七

年
ニ
、

!

ョ
ー
，ク

市

の
葉
卷
輝
草
製
造
者
が
全
部
ス
ト
ラ
ィ
キ
を

行

ふ
ま

第
二

十

四

卷

(

三
九
‘：}

『

ナ
ィ
ク
.•方ブ

•
レ
ー
バ
ー』

成
立
前
の
勞
働
情
勢 

笫
ー
號 

三
九



第

二

十

四

卷(

四o
)

.
『

ナイク

•す
ブ
。
レ
ー
パ
ー』

成
立
前
の
勢
働
情
勢 

第
.一
號 

叫
0

で、
順

調

^
發
展
し
た
。
併
し
乍
ら
此
ス
ト
ラ
イ
キ

R
於

て
百

0
セ
日
の
，

.苦
闘
の
後
«
制
度
の 

復
舊

k

ょ
っ
て
勞
働
渚
の
失
敗
を
齿
げ
た

'

維
維
エ
業

^
於
け
る
最
も
長
期
の
激
烈
な
る
ス
ト
ラ
イ
キ
は
フ
，ォー
ダ

•リ
、パー

k
起
っ
た

。

.
 

同
地
は
好
況
時
代
に
急
速
^
勃
興
し
た
る
纖
維
エ
業
の
中
心
地

で、從

っ
て
堅
實
な
る
茈
礎
に 

無
か
っ
た
の
で
あ
る
。

加

之
，數
個
の
會
社

^.
於
け
る
會
計
係
の
'不
始
末

^

ょ
っ
て
事
業
の
經 

營

V
J中
止
せ
ざ
る
を
得
ぬ
こ
ど

V 」

な
つ
た
の
で
あ
っ
た
。

一

A
七
三
年
及
び
一
八
八
〇
年
間 

k
於
て
賃
銀
は
殆
ん

.
r
半
減

し

、ft
次
ス

ト
ラ
イ
キ
が
敢
行
せ
ら
れ
た
が
、フ

ラ

ン
ス
系
カ
ナ
ダ 

人
の
移
住
民
が
ス

ト
ラ
イ
キ
職
工

の
代

.
を̂
勤
め
、何
れ
も
失
敗
に
歸
し

^.
の
で
あ
る

0

併
し
乍
ら
崩
壞
が

1

切
の
勞
働
國

體

の
慣
例
で

'は
な
か
っ
/た

.0
鐵
工
業

^
於
て

は

一
八
七 

六
年
從
來
そ
れ

(

ぞ
れ
獨
立
せ

る
三
個
の

職
業
別
組
合

『

合
同

パ

，
力
ン
の

子
孫
組
合』

、(

?

&

&

Sons 

of V
u
l
c
a
n
)
(

鍊
鐵
エ

)
『

聯
合
鐵
鋼
辩
熱
エ
同
胞
組
合

』
(

>
3

^
Q°.
a
_
t
e
d

 

.Brotherhood 

of Iron 

a
n
d

 

Steei 

Heaters)(

下
搏
延

M
拙
捉
勞
働
者

)

、

『

合
同

.鐵
鋼
勞
働
者
組
合

』
(

>
ョ
^

§

&

puAsociaticn 

of 

-
o
n

 

s
d Steel 

w
o
r
k
e
r
s
)

 

C

鐡
鋼
輾
轉
エ

〕

が
合
同
し
た
。

一
八
六
六
年
以
來
ァ
メ

 

.ソ
カ
^
於
け 

る
最
初
の
勞
働
協
約
を
有
せ
る
鍊
鐡
エ
は

•此
組
合
の
全
員
中
の
八
：割

'五
'分
を

.：占
め
た
。
.而
し

て
此
組
合
は
非
常
は
有
カ
で
ぁ
つ
た
か
ら
、其一
八
六
六
年
の
勞
働
協
約
は
多
數
の
エ
場
^
於 

て

其
後
ニ
十
五
年
間
繼
續
し
、

若
干
の

鐵

X
場

k

於

て

は
現
今

k

至

る

ま

で

繼
續

し

て

ゐ
る
。

此
時
代

^

於
け
る
無
煙
炭
エ
業
の
發
展
は
見
逃
す
ベ

か

ら
ざ
る

も

の
で
ぁ
る

。
無
煙
炭
採 

掘

業
の
坑
夫
：は

南

北
戰

苹

の
終

f
f
i以來
全
國
組
合
を
有
し
な
か
つ
た
が
'
八
七
三
年
ォ
ハ
イ 

ォ
ー
州
ヤ
ブ
グ
ス

タ
ゥ

ゾ
k

會
合
し
、イ

.ギ
リ
ス
の
坑
夹
組
八
ロ

^

倣

a

て
數
個
の
州
組
合
を
合 

同
し
、

一

つ
の
坑

.

夫
：.

全
國
組

合
を
組
織
し

.た。

■

而
し
て
不
況

^
も
拘
ら
ず
ー
年
後
に
こ
翦
ー
千 

名
の
加
入
者

R

達
し
た
。
此
組
合
：は
イ
ギ
リ
ス
の

'組
合

€

同
樣

'に
#

働
爭

_

の
解
決
^
對
し 

て
和
解

調
停
の
方
法
を
推
獎
し
た
。
ジ
ョ
ン

.
シ

-I 

I (John 

s
i
n
e
y
〕

は
間
も
無
く

和
解

.の
手
段 

を
採

.炭
會
社
，

^

勸
請
し
た
が
、タ
ス
カ
ラ
ソ
ス
狹
谷
の
最
大
の

.石
激
寒
者
な
る
マ

1

ク
ム
ン
ナ 

(
M
a
r
k

 

H
a
n
s

)

以

外

は、：|
|

て
之
を
排
斥
し
亿
。
而
し
て
調
.停主
義
は
一

八

七

四
年

十

ニ
月

R 

最
初
の
試
練
を
經
た
。
此
時
同
狹
谷
の
事
業
主
は
賃
銀
率
を

九

十

ヤ
ン
ト
か
ら

七

十

セ
ン

ト
 

R

低
減

し

や
ぅ

ビ

し、組合
侧
ヾ

」

事
業
主
側
か
ら
を
れ
ど
れ
三
名
の
代
表
者
を
選
任

し

、中
立
赛 

判
者

V
」

し
て

'
ア
ン
ド

,
丨
ス
判
事
を
選
定
し
た
。
然
る

R

判
定
の
結
果
は

七

十

一
セ
ン
ト
に 

低
減
せ
ら
れ
る

M

ど
に
な
つ
た
。
そ
れ
は
事
業
界
の
不
況

k

原
因
す
る
の
で
ぁ
る
が
、勞働
者

.
筋
ニ 4-

四

卷

(

四

一)
『

ナ
イ
ク
*气
フ
•
レ
ー
バ
ー』

成
立
前
の
勞
働
情
勢 

笫
二
號 

因
一



笫

ニ

十

叫

狢(

四
ニ〕

『

ナ
イ
ツ
ふ
ブ

•
レ
丨
パ
V』

成
立
.前
の

勞

働

情
！
？： 

第

一

號
 

四ニ
 

は
ス

K
ラ
イ
キ
を
な
し
た
な
ら
ば
、之
ょ

6
,も
ょ

A
結
果

t
得
る

乙 
'
 

ビ

が

出
來
る

€

思
っ
た
。

然
る

^

此
時

一

會
社
は
秤
量
：記
錄
者
の
要
求
を
拒

®

す
る

.爲

it
Ml
閉
鎖

.を
^
ふ
べ
さ
乙
ど 

を
傭
主
組
合

^

要
求
し
て
拒
否
せ

■ら
れ
.
た
の

で、

右
の
判
定
が
實
行
せ
ら
る
る
化
至
る
や
^

の
 

同
業
者
ド
打
擊
を
與
ふ
る
報
復
の
自
的
を
以
て
、种
量
記
錄
者
を
許
容
せ
る
以
外
八
十
セ

ノ
ト 

を
支

給

す

る

Z
€

ど
な
し
た
。
其
處
で
十
九
セ
ン
ト
の
低

«-
を
承
諾
し
.た
る
組
合
努
働
者
は 

忽
ち
判
定

Q

解
除
.を

な

す

べ
き
こ
ど
を
組
合
本
部

R

迫
ゲ
、傭主
侧
も
八
十
セ
ン
ト
支
給
す
る 

乙

ビ

に
讓
步
し
た
。..斯
の
如
く
し
て
次
の
無
煙
炭
業
に
於
て
和
解
調
停
制
度
の
試
練
が
行
は 

れ
る
迄

k

は

1£
^

十
ケ
年
の
歲
月
の
經
過

?:
必
要

ビ

す
る

乙
ノ
し

ど
な
っ
た
。

(
c
o
m
m
o
n
s
,

 

pp. 

175

丨
lco
I
; Bi

m
b
a
,

 

pp. 

154

 

丨

 1
5
5
)

^
Cr
v
-
H 

5
7

 ; 

W
a
r
e
,

 
pp. 

32133
, 

51
.

丨 54
)

四
"

『

モ

リ
！
マ
ヴ

9

イ
T』
と
一
八
セ
セ
年

の.

大
ス

ト
ラ
イ
キ 

.
無
煙
炭
坑

^
於
け
る
勞
働

組
合

蓮
動
の
失
敗
は
何
れ
の
產
業
に
於
け
る
ょ
ぅ
も
重
大
な
る 

結

*

5r
>l
f

しT

モ
リ
ー•マ
グ
ツ
イ
ア

』

B

。
^

M
a
g
u
i
r
e
s
)

 
V
J

し
て
知
ら
れ
る
秘
密
結
社
の
暴
力 

行
爲
を

W

開
す
る
こ

V
J

ビ
な
っ
た
の
で
あ
る
。
此
秘
密
結
社
が
始
め
て
世
人
に
知
ら
れ
る
や 

ぅ

^

な
っ
た
一
八

.六
〇
半
代
の
始
め

.か
ら
、一
八
七
六
年
ド
至
る
迄
汰
於
て
、其刑
事
上
の
行
爲

隱

は
勞
働
組
合
の
資
産
の
多
寡
ビ
反
比
例
し
て
其
度
數

(£
程
度
 

< 
を
異
に
し
た
。

シ

"

丨
ィ

, 

キ
ダ
郡
に
於
て
ニ
八
六
兰
年
ょ

6

ー
八
六
七
年
^
至
る
最
も
勞
働
組
合
運
動
の
微
カ
で
あ
つ 

た
時
代

^
於
て
、五
十
件
の
殺
傷
讓
件
が
あ
ぅ
、努
働
組
合
運
動

V
J

勞
働
協
約
の
最
も
有
力
で
あ 

つ
た

『

八
六
八
年
ょ
ぅ
一
八
七
一
年
に
至
る
時
代

^
於
て
は
、不
法
行
爲
を
餘

6

.多
く
聞
か
な 

か
つ
た
。
併
し
乍
ら
マ
八
七
ー
年
以
後
、又
頻
繁

^
起
つ
た
の
で
あ
る
。

『

モ
リ
！
マ

グ
ソ
ィ
ア

』
(

^
0
ニ
0-M

aguires
)

は
無
煙
炭
坑
地
方

^

於
け
る

『

*
代
ア

ィ

ル
ラ

ゾ
 

ド
人
園
體

』
(

>
32.
3
汁Order 

of Hibernians) 

V
J

» .
す

る

共

濟

圆

體

の

支

部

?:
統

®

す
る
秘
密
本 

部
の
名
稱
で
あ
つ
た
。

ア

ィ

，
ラ

ゾ

ド
の
團
體
ば
地
主
の
侵
略

^

對
抗
す
る
手
段

^

し
て
組 

織
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
が
、

ア

メ

リ

力

^
於
て
は
炭
坑
業
者

V
J

坑
夫

V
J

の
關
係
を
維
持
す
る
爲 

こ
行
ょ
れ
た
の
で
あ
る

9

.
ア

ィ
ル
ラ
シ
ド
の
園
體
は
カ
ソ
リ

ク

ク
敎
徒
の
み
か
ら
成
立
し
て 

.ゐ
た
が
、

ロ

ー
マ

，
力

ソリッ，ク敎
會
か
ら
承

|§:を
受
け
ず
、又
明
か

^
1

部
の
僧
侶
^
反
抗
す
る 

運
動
で
あ
つ
た
。

ア
メ
リ

力
の

團
體
は
一
八
五
ニ
苹
ぺ
ゾ
シ
ル
ベ
ー
ー
ア
州

^
最
初

^
現
は
れ
、
 

一
八
六
ニ
年
に
ば
暴
行
を
な
し
た
る
乙

^
が
知
ら
れ
、斯
る
行
爲
は

」

八
七
五
ヹ
ハ
年
頃
潰
減
•す 

る

^

で
盛

^
行
は
れ
れ
。

ア
メ

ソ

力
の
南
北
戰

#

0 ;
勃
發
せ
る
結
果

5

炭

^
.對
す
る
'
需
要
の

第

二

十

四

卷(

，四三
；！

『

ナ
ィ
ツ
*ナ
ブ
*
レ
ー
バ
ー』

成
立
前
の
勞
働
情
勢 

第
ー
號 

四
三



笊

二

十

四

卷(

四
四)

『

ナ
イ
ツ
•
-/
.
-ブ
•
レ
ー
バ
ー』

成
立
前
の
勞
働
惝
勢 

第
一
號 

四
四

增
加
は
坑
夫
の

需
耍
を
堦
加
し

' 
之
が
爲
め

k

ア
イ 
> 

ラ
ゾ

ド

人

の
.移
入

V
J促

し

、

『
十：：

代

ア
イ 

•

ル

ラ
シ
ド
人
圓
體』

が
發
達
し
、

ベ
ゾ

シ

グ

ベ

ニ

ア
其
他
の
州
に
於
て

■

可
せ
ら
れ

た
。

是

擎
の 

團
體
は
イ
ギ
リ
ス

k
本
部
を
有
す
る
委
員
會

k

ょ
っ
て
統
轄
せ
ら
れ
、其
團
體

R

は
全
國
組
合 

の
外

^
州
、區
•地

方

支

部

が

•あ

っ

た

。
' 
而
し
て

ア
イ
〃
ラ
ゾ
ド
の
秘
密
組
合
の
特
色

?:
帶
び
る 

ic
至
つ
て
、

ア
メ
リ

力
の
國
體
は

『

モ
リ
ー•

マ
グ

ワ
イ
ア』

ど
稱
す
る

k

M

つ
た
。

勿
論
/

イ
ダ

ラ 

ン
ド
の
同
名
の
團
體
^
何
等
關
係
が
あ
る
の
で
は
な
か
っ
た
。

『

モ
'
!
マ
グ
ヮ
イ
ア

』

は
間
も
無
く
地
方
政
治
に
於
て

^

力

な
る
分
子
ヾ

」

.

な

々
•
郡

區
參
事 

會
員
、收
税
官
，學
務

®

負
、其
他
金
錢

?:

取
扱
ふ
役
員
た
ら
ん
乙

S

を
求
め
、其
支
部
は
全
國

R

瓦
 

A

V

六
千
を
算
す
る

V
J

稱
せ
ら
れ
、何
れ
も
其
本
來
の
性
質
说
刑
法
^
の
犯
罪
を
構
成
す
る
も
の 

で
あ
る
ど
言
は
れ
た
が

®

等
の
掠
奪
は
主

<f

し
て
鑛
山
主
又
は
頭
レ
對
し
て
行
は
れ
、

^:
等
の 

犠
牲
者
は
圓
體
員
の
或
者
の
機
嫌
を
拟
し
た
る
者
で
あ
っ
た
，
而
し
て
刑
罰
は
或
場
合
に
於 

て
は
器
物
以
亂
暴
な
る
収
樨
乂
は
破
壊
で
あ
っ
た
が
、

「
死
人
，ドロ
な
し

」

.、

」

信
じ
て
殺

®

ず

る

Z 

V
J

が
普
通
の
懲
罰
の
形
式
ビ
な
っ
た
。
而
し
て
斯
の
如
き
懲
罰
が
取
意
せ
ら
れ

.

る
ざ
、共實
行 

者
を
他
の
地
方
支
部
か
ら
得

て

®

行
後
巧

^

保
護
し
て
遁
走
せ

.

し
む
る
の
で
あ
っ
た
。
而
し

靄

て
稀
^
捕
縛
せ
ら
れ 

る
こ
ビ
が
容

fl

で
あ 

し
て
困
難
な
る
こ

V
J

 

R

必
要
な
る
多
數
の 

1

八
六
九
部
フ
ラ

ア
ゾ
ド
•レ
デ
ィ
ン
グ

ょ

ぅ

社■長

V

J

iつ
た 

た。
而
し
て
此
鐵
道 

ね
て
居
へ
彼
は
斯
る 

せ
る
が
故

に
、
ビ

ン
力 

(
J
a
m
e
s 

Mcl?arlan ) 

VJ 

ン

よ

ア

イ

.ル

.
ラ

ン

ド

V
J

を
立
證
す 

て、僞證
は
決 

を
誓
證

る

乙V
J

が
あ
つ
て

も
、犯
行

當
時
其
揚
所
に
居
な
か
つ

た
乙

.

つ
た
。

又
斯
の
如
く
法
#
も
生
命
も
輕
視
せ
る
渚
に

^
ぅ 

^
非
ず
し
て
、犯
行
常
時
被
疑
漭
が
他
の
場
所
^
&
り
し
辦 

證
人
を
何
時
も
得
た
.の
で

あ
る
。

V

ク
リ
ン

♦ビ
！

ゴー

ウ

h

ン(
F
r
a
n
k
l
i
n

 

B. 

G
O
W
S
)

は
フ

ィ
ラ
 

鐵
道

#

社

(Philadelphia 

&

 

R
c
a
'
j
i
n
g

^
.̂
一
 

R
e
a
d

 

c
o
m
p
a
n
y
)

が

彼
は

『

モ
リ
ー

•
マ
'
ク
フ
ィ
ア

』

の
經
歷

JC
就
て
何
人
ょ
"̂
も 

會
社
は
當
時
多
數
の
他
の
運
輸
會
社
が
あ

6 V
J

同
樣

k

鑛 

犯
罪
行
爲
の
行
は
れ
る
限
り
鑛
業
主
の
不
利
益
な
る
こ
ど 

丨
ト
ン
の
刑
事
局

^
相
謀
ぅ
鑛
山
地
方
に
ジ
エ
ー
ム
ズ
；

言
ふ
男
を
派

®

し
て
事
情
を
探
赍
せ
し
む
る
事
マ

」

し
た
。

人
で
カ
ソ
リ
ッ
ク
敎
徒
で
あ

^

fi
山
地
方

^

思
住
し
て

s

 

で
あ
る
ざ
稱
し
て

W

暴
な
る
人
の
仲
如

ド

入
6

、『

モ
リ
ー

.
マ
グ

7.
ィ
ア

』

ど
親

交

を
結
び
、遂

k 

此
圈

M

ヾ

」

な
夂

Iw
j

地
方
の
眷
記
^
擧
げ
ら

れ
、
一
八
七
三
年

^

は
無
煙
炭
坑
地
方
に
移
住
し
た

第

二

十

四

卷(

四
五

〕
『

ナ
ィ
ツ

•オ
ブ
•
レ
ー
バ
ー』

成
立
前
の
熒
慟
情
勢 

第
一
啟 

四
五

マ ク を 業 熟 の デ 

ク パ 十 食 知 法 ノ ン  

パ I 分 社 し ® : フ  

i ラ . 知 を て 顧 イ

ラ ン 悉 敷 ゐ 間 了 る

ら
遁
亡
犯
人



.第

二

十

四

卷

C
1
：

六)
『

ナ
ィ
ツ
•
オ
ブ
•
レ
ー
バ
I』

成
立
前
の
勞
働
惝
勢 

铬一

號 

四六

而
し
て

一

八
七
四
牟
十
ニ
月
賃
鈒
增
额
'の
長
期
に
亘
る
ス
ト
ラ
ィ
キ
が
開
始
せ
ら
れ
た
る
時
、
 

『

坑
夫
及
び
不
熟
練
努

'働
：背
共
濟
組
：合

』

の
有
力
者
の

多
，
數
は
之
に
反
對
し
た
が
、

r

モ
V 
!
マダ

ワ
ィ
ア

』

が
牛

S
を
執 

k

陷
办
た
る
多
數
の 

つ
た
な
ら
m

業
す
る 

が
、勞
働
渚
の
組
合
侧 

一
八
七
五
年
六
月
一 

ッ
ィ
ア

』

の分子は脅 

W
開
は
騷
撥
を
惹
起 

く
し

て
鑛
W

は

事
業 

攻
勢
的
ヾ
し
な

り、
犯
罪

ii
r
げ
、ジ
ム
丨
ム
ズ
•マ

.
 

てはマッケンナ

V 」 

問
が
行
は
れ
、ニ
十
四

つ
て

ス
ト
ラ
ィ
キ
?:
行
つ

た
0
而
し 

勞
働
者
は
、

『

乇
リ
！
マ
グ
ゥ
ィ
ァ

』

の
 

の
で
あ
っ
た
。
其
處
で
事
寒
主
は
必 

は
尠
く
共
從
來
の
賃
鈒
の
支
»
を固 

日
頃
事
業
主
が
勝
利
を
占
め
組
合
侧 

迫
を
以
て
就
業
^
復
す
る
こ
ど
を
防 

す
る

^
至
6

、軍
隊
の
出
動
に
ょ
っ
て 

を

_
始
し
た
の
で
あ
る
が
、

*

後
％モリ
 

行
爲
が
相
繼
で
急
速
に
行
は
れ
た
。

Z 
ケ
ン
ナ(

Ja
m
e
s 

M
C
K
e
n
l
l
*
(

ジ h 
I
 

ム

し
て
知
ら
れ
て
ゐ
た

)

の
澤
山
の
擧
證 

件
の
刑
辦
事
件
を
以
て
公
判
^
附
せ

て
数
個
月
間
繼
續
し
た
る

後
、窮
狀 

恐
怖
に
ょ
つ
て
防
止
せ
ら
れ
な
か 

要
な
る
賃
銀
の
引
下
を
表
明
し
た 

執
し
て
兩
々
相
下
ら
な
か
つ
た
が
、
 

は
壤
敗
し
た
。

然
も

『

モ
リ
ー
，マ
グ 

止
し
前
記
の

鐵
道
會

社
の
鑛
山
の 

辛
じ
て
霞
壓
せ
ら
れ
た
。

r

の

如 

丨
•
マ
グ
ソ
ィ

r -』

の
勢
力
は
增
加
し 

併
し
乍
ら
そ
れ
は
間
も
無
く
終
を

ズ
•
マ
ク
パ

I

ラ

ゾ

は
仲
間
^
あ
彡

に
ょ
つ

て
、
一

八

七

五

年
秋
捕
縛

訊 

ら
れ
、十
四
名
は
ニ
牟
乃
至
七
年
の

懲

役

*十
名
は
死
刑
を
課
せ
ら
れ
、

『

モ
ソ

ー

•マ
グ
フ
イ
ア

』

は
崩
壊
し
た
。

(
c
o
m
m
o
n
s
,

 

p
p
.

 

I
00
I
-
ICO
5 ;

a
r
e
,

 

p
p
.

 

3
3
*
3
5
;

fen
l
b
a
,

 

p
p
.

 

H
5
5
-
I
5
6
;

 

P
e
r
l
m
s
,

 

p. 

6
9
;

 

J
a
m
e
s

 

o
n
e
a
】
，
W
o
r
k
e
r
s

 
i
n

 
A
m
e
r
i
c
a
n

 

l
u
s
t
o
r
y
,

 

I
CO
I〕

1

八七七ハヰ

k

於
け
る
靡
業
の
復
活
の
期
待
は
裏
切
ら
れ
て
一
層
の
不
況
を
出
現

し

、
®

銀 

の
引
下
を

'
 
惹
起
し
た
の
で
あ
る
が
、其影
響
は
殊

k

鐵

M

業

k

於
て

.最

.も

甚
し
か
つ
た
。
蓋
し 

鐵
道
業
は
全

H

R

於
け
る
最
も
大
な
る

#

働
者
の
展
傭
者
で
あ

6
、其賃
鈒
の
引
下
は
極
め
て 

多
數
の
勞
働
者

k

影
響
を
及
ぼ
す
か
ら
で
あ
る

'

)

第
二
に
一

.般

.ド
鐵
道
業

^

對
す
る
：：
反
感
か 

ら
勞
働
者

.の
苦
境
を
特

^

顯
著
な
も
の
た
ら
し
め
た
か
ら
で
あ
る
。
而
し
て
。へン
シ

A

ベニ
 

ァ
鐡
道
は
，

I

八

七
.，

三
年
及
び
一
八
七
七
年
六
月
の
兩
度
各

1

.割

.宛
の
賃
銀
の
引
下
を
表
叻
し
、
 

ニ
ユ

!

ョ
I

ク
中

.央
鐵
遒

'
 
及
び
ボ

,

モ
ア

!

オ

,
イ
オ

I

鐵
道
も
其
先
蹤

R

倣
っ
た
。

『

機
關 

夫
同
胞

«

合』
(
B
r
R
l
l
e
r
h
o
o
J

。、

M
b
o
o
B
O
^
S

 

E
n
g
i
n
e
e
r
s
)

は
一
八
七
四
年
大
技
邮
長
ゥ
.ィ
ル
ス
ン 

を
解
職
し
其
後
任
ビ
！

H

ム
•ア
ー
サ
ー

CP. 

M
.

 

A
r
t
h
u
r
)

は
戰
鬪
的
政
策
に
賛
成
し
、一
八
七
七 

华一ー度の

'
 

ス
ト
ラ
イ
キ
を
企
て
た
が
、ベ

.
ゾ

シ
ル
ベ
一
一
：
ア

鐡

遒

會
«:
の

)il
l：
長

v

丨
ゥ
ィ
ン
は

『

モ
 

ソ

I
•
マ

グ
' 
ソ
イ
ァ

』

撲
滅
の
成
功
に
自
信
を
得

て
、機
關
.夫

k

組：合
脫
退

i:
要
求

し

お
。
之

k

對

第
二
十
四
卷

c

四七
： }

『

ナイク

•
オブ

•
レ
ー
バ
ー』

成
.立
前
の
勞
働
惝
勢 

双

—*
號 

四
セ



.
'第ニ十

'四
.卷
ハ

.四.八

〕
「

ナ
.，イ

.？
オ
..ブ‘
*レ.
.丨バー

』

成
^
前
.の

勞

働

愤

^

第

ー

號

 

四八

し
て
組
合
は
四
月
十
四

n
r

夜

.中

'ス
ト
ラ
.イ
キ

5:
'
決

籽

す

る

喾

で

あ

つ

が

®
偵
政
策
を
利

;!
]

し
、之

k

對
し
て
ス

ト

ラ

イ

キ

破
壤
者

を

使
用
'す

る

举
備
を
爲
し

^
る

_か
爲
め

.R
全
く
裏

V
J力 

.か
れ
：た
。

、

六
月
：
.ょ
.办
實
行
す
べ
さ
賃
銀
の

.引
下

V
Jベ
ン
シ
グ
べ
ニ
ア
鐡
道
が
表
明
せ
る
時
、主

7 」

し
て 

技
師
ょ

A
成
る
委

M
會
は
，
#

業
界
の
一
般
情
勢
に
鑑
み
、暫
ら
く
穏
便
の

.處

s

it
出
づ
る
ん

VJ 

ビ
し
た
が
、他
の
乘
務
員
は

ピ

.
ッ
ッ
パ

I

グ

R
秘
密
の
組
合
を
組
織
し
て
賃
銀

.の
引
下

R
.對
抗 

.
し

^

;0
而
し
て
共
中
心
人
物
は
年
少
の
制
動
，手
ロ

パ

I

ト
i

ッチ

.ア
モ
シ

(
Robert 

H
.

 

A
m
m
o
n
)

で
あ
つ
た
。
彼
は
一
八
七
七
年
六
月
ア
レ
ガ

 

一一
I

市

k
勞
働
組
合
を
組
織
し
、漸
次
掀
張
普
及 

せ
し
'めて

 

'
ボ
ル
モ
ア
！
オ
ハ
イ
オ

I
鐵
道
、。へ
シ
シ

,

ベ
ー
一
ア
鐵
道
及
び
ビ
ジ
ツ
パ
丨
グ
の
柬

西
^
縦
が
れ
る
其
特
許
線
幷

R

イ
リ
ー
鐵
道
、木
西
洋
西
部
鐡
遒
に
勞
働
組
合
を
組
織
し
た
。

此
組
合

■の
目
的
は
三
大
斡
線
の
鐡
道
乘
務
员

^

,機
關
士

il
l

掌、制動
手
、火夫
を
一
大
組
合
に 

統
合
し
、同
時
に
ス
ト
ラ
イ
キ
を
行
は
し
む
る
に
あ
つ
た
。
常
始
の
計
窬
^
於
て
は
六
月
ニ
十 

七
ロ
疋
午
を
期
し
て
ス
ト
ラ
イ
キ
を
行
ふ
に
あ
つ
た
が
其

.當
日
の
前
晚
の
會
議

k
.於
て
意
見 

の
相

5
T

か
起
々
、結局
全
運
動
の
瓦
解
を
來
し
た
。

 

•

1

.::

併
.

じ
：：

乍
：货
鐵
.道绿

.
^
.對

.ず

.る；

.使

..：
用

'人

^
.反
_
 

羊
靜

S

 
.つた
の
で
は

.な
#

、機

# 

,
:が
.
.あ；れ
ば

.勞

«
組
合

^

有
せ

•ざ
る

.ス
ト
ラ

-
.イ
キ
：が
，勃

.發
し
や
ぅ

VJ

•す

'る
有
檬

.で
あ
り
、其

.最

.初
 

ハの
•■も
'の
：ば
：七

斤

十

七

'
.
H
.
西

，

V

丨

ジ

■-
■

.

.
ア「

州
；‘マ
ル

タ
J

^
.ブ
>
.グ

於

す

起

'つ
た
。

其

.の
ー
動 

«
,ば
.同
.ぎ

«
飯
，の

'
.ー.:
割
.引

卞

：
：
の

實

：
行

^
.あ
つ
た
が
、乗
：務員

'は
/原
の

»
銀

^
.復
せ
ざ

.る
限
：办貨 

(

物
離
の
出
發

■す
.
.る：こ
：
を
：

.肯
じ

.

.な

.：
か

つ

：
だ

。
：

.
之

：̂

:對

.し
で

_
.關
士

同

.胞
組

合

.

.の

.支

部

は

積

極 

,的
行
動

^
:出
.
.づ
る
ミ
ぞ

.を

.拒
絕

1;
把

.が
、ス
ト

：
. 一
：T\ 

‘イ
-存
：勞

.働
考
に
同
情
を
有

.し
た
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_ぞれ
故
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，地• 方
. ：

の
：典

.力

が

召

集

：せ
ら

.

.れ
た

.が
、是
：等

.の
も

.の
が
巍
戚
.知已
の
生

#

を
犠
牲
せ

.し
て
鐵
翁
會 

ff
i
め

*

’利

を

强

：
行

、
ず

：
る

乙

ビ

?:
.依
.賴
す
各

Z

ビ
は
殆
ん
ざ
困
雛
で
あ
ー
つ

^

..
0

而
じ

.て
州
知

#

..要求

^

.-r
つ
せ
大
統
領

“の
.派
遺
せ
る

#

邦
の

.軍
隊
ー
一
百
名
が
到

.

¥
 .を
$

3

H-
'間
ス

>■
■

一3

キ
ば
繼
續

‘し
た
。
其
後
急
速

^
終
熄
し
た
。
併
し
乍
ら
ヘ
ス

V
 
一

r
v

イ
，
ば
：其他
の
地
方

k 

ネ

波

友

し

、メ

ッ

?

岁
ン
ド
州
の
一
力
：，ン
'

T
 .ラ
シ
一
.ド

共

他

に

於

X -
ス
ト
ラ
イ
キ
が
行
は

.れ
た
。

卖

處

で

'州

#
.事
.は
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'
グ
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ス
ブ
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前
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モ
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.五
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隊
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個

中

隊

に
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を
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む

ね
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然
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第
：越

聯

.隊
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事

に
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ン
ム
デ 
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停
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場
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著
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塵
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ナ
イ
ク
•
ォ
グ
•
レ
ー
バ
ー』

成
立
前
'の
勞
働
惝
勢 

第
一
號
，

邳
0

射
せ
ら

れ

、之

k

應

_

し
.
つ
つ
#
取
揚

k

進
軍
し
た

.
1

怒
.せ
る

.群
集
は
，夜

^

入
つ
て
停
：卑
場 

に
放
火
し
、旦
つ
消
防
の

©

動
を
阻
止
し
消
防
去
は
；多
數
の
强
カ
な
を
警
官
の

-出
動
^
ょ
つ
て 

辛
じ

.て
事
無
き

?:
#

た
の
で
あ
つ
た
。
而
し
て

.其
：翌
日
聯
邦
の

'軍
隊
が
ボ

K

モ
ァ
：！

ド

到

著 

し
、を

れ
^

ょ
つ
て
州
內
各
地
の
ス
ト
ラ

イ

キ
は
盡
く
棒
熄
し
た

。
，

. 

.

•

斯

0

如
含
.マ

I

テ
ィ
ン
ス
ブ
ル
グ

ビ

ボ
ぺ
モ
ァ
ー
の
事
件
は
、之

?:
次
に
述
ぶ
る
ビ

ッ

ッバ
 

1

グの內外

^

於けるぺンシ：

V

ベニァ

.鐵
道
の
ス
ト
ラ
イ

.キ
：
の
.：破
，壊

的

效

果
k

比
較
す
れ 

ば

、爾
ほ
決
し
て

.重
要
な
る
も
の
で
は
な
か
つ
た
。
。へン
シ
ぎ

.
、、へ：
；一

ァ
鐵
道

k

於
て
七
月
一
，
日 

ょ
：
6

實
施
，，せ
ら
れ
：た
る
賃
銀
の
引
下
は
、ァ
レ
ガ
ニ

丨

k
;於
け
る
小
親

^

の
へ
ス
：
ト

ー

フ

イ

キ

以

外.

K
.は
何
等
直
接
の

®
擾
を
起

^
な
か
つ
た
が
、他
の
原
因

」

か
ら

',起：
..つた

.。
乃

.ち

.貨
取

十

七

，輛
を 

.
 

殚
結
：す

る

：代

み

^

三
十
四
輛
を
連

_結
し
機
關

1 1
1

:ニ
輛
：を
使
用
し
て
乘
務
員
：：を
節
約
す
る
方
法 

を

.同
月
：十

九

日

ょ

ぅ

實

行

し

や

ぅ

v
j

し
た
。
然
る

(C
支

g

A
が
右
の

.命
令
を
下
；

3

,ぅ
.ビ
せ

る
 

•.

當
日
乘
務
.員が
ス
ト
ラ
イ
キ
を
行

つ

て
轉
轍
器
を
占
領
し
、其
數

が

漸
次
增
大

'
 
し
た
。
そ
れ
故 

ic
支
.E

人
は
市
長

.ド
拨
助
を
乞

.ふ
た
が
、

從
率
同
鐵

道へ

が：ビ
ッ
ッ
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市
民

k

對
し
て
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益
衣

'る
.差

別

待

姻

：を

な

し

‘た
る

が

故

k

1

般
.市
.：民
本

ス

ト

.一ス.
イ
キ
せ
る
考
に
同
情
：し、州
長
官

も
同
檄
の
籐
度
を
持
し
た
が
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事
ド
州
の
軍
隊
の
派
遺
を
乞
ひ
>フ
ィ
ラ
デ
ゲ

フ

ィ
ア
市

 ̂

對
し
て
も
六
百
名
の
軍
隊
を
貸
す
や
ぅ

^

願
出
で
、七
月
二
十
一
日
正
午
ユ
ニ
オ
ン
停
雄
場
に 

到
著
し
た
。
ピ
ッ
ツ
バ
ー
グ
の

®

隊
は
豫
想
通

6
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イ
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せ
る
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^
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を
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し
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が
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械
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し
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し
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隊
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翌
朝 

七
時
半
ま
で
群
集
幷

k

火
焰

v
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戰
つ
て
ゐ
た
が
曾
市
外

^

退
却

.じ、群
集
は
完
全
^
都
市
を 

古
顧
し
た
の
で
あ
る
。
斯
く

し
て
騷
擾
は
翌

日

に

及

び
、五
耳
萬
ド
ル
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.鐡

道

，
財

産

.
を

破

壞

し
 

穴

る

，
後

鎭

，
靜

し

た

。
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ノリスブルグ
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フ
-
ラ
デ
ル

.
フ
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ィ
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其
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.
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は

.何
れ

.の
場
合

^
:於
て

i

失
敗
に
蜂
つ
た
？
併
し
乍
ら
其
無
形
の
效
果
は
莫 

.
犬
で
あ
つ
た
。
此
時
代
ド
始
め
て
一
般
の
ス
ト
ラ

.ィ
キ

_

動
が
起
つ
た
の
で
あ
ぅ
、軍隊
の
必 

ら
：ず
し
も
信
賴
す
る

k
;足

.ら
ざ
る

.事
が
、其改
善
の
必
要
を
敎

.え
た
へ
の
で
あ

.つ
，た。
次

k

勞
働 

者
：の個
結

k

對
し
て

.法
廷
は
其
の

.態
度
を
改
め
た
。
併
し
乍
ら
ス
ト
ラ
ィ
キ
の
最
も
大
な
る 

，無
：形
の
效
果
は
勞
働
階

'級
に
對
す
る
も

'の
で

.

.あ
'つ
た
。

'
勞
：働
階
級
の

*

衡
精

.神

は

..一

層

有

力 

W

な

*

全̂
國

'的

.

y
j

^
'つ
た

0

ス
ト
ラ
ィ
キ
を
鎭
壓
す
る
爲
め
に
聯
邦
の
軍
隊
が
出
動
し
，たの 

は
此
時
代
が

最

.初
で
：

あ

.々
、文

大
M

模

R
州
の

.軍
隊

■が
出
動
し
た
の
も
此
時

'代
が

*:
初

で

ぁ

.っ 

.だ
。
，
そ
.れ
故

R

勞
働
階
級
は
政
治
運
動
の
方
面

R

其
注
意
を
轉
囘
す
る
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j

ど
な
つ
た
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本
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英
國
產
業
笨
命
硏
究
資
料.一.般
、

題
し
‘、
產
業
苹
命
に
關
す
る
主
要
，な
'る
參
考
書 

を
紹
介
し
介
。
そ
の
後
一
年
あ
ま
，
6
の
間

^
刊
行

5
れ
た
も
の
、
中
、
私
の
寓

:@
し
得
た
：數
種
の
近
著
反
び
そ
の
際 

擧
げ
な
か
つ
た
ニ
三
の
著
作
を
左̂
紹
介
し
た
い
ど
忍
ふ
。

先
づ
蒙
接
產
業
革
命
の
み
に
つ

S

て
述
べ
た
も
の
で
は
な
い
が
、
産
業
革
命
並
び
に
を
の
前
後
の
狀
況
を
知
る
の 

に
便
宜
な
槪
論
的
研
究
を
擧
げ
て
置
か
ぅ
。：
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本
書
は

パ
s.
,
ヴ
の
中
世
篇
R
續
ぐ
も
の
で
あ
る
。
歐
溯
人
の
：海
外
發
.M
k
筆
を
起
し
，
國
別
化
各
國
.の
產
業
狀 

態
を
.記
述
し
て
ゐ
る
。
所
謂

「

商
業
苹
命

」

|

乙
の
言
葉
.は
第
：十
七
世
紀
以
降
の
急
速
な
る
海
外
發
展
^
近
頃
多
く 

使
用
.さ
る
、

k

至
つ
：た_

_
は

英
國
k
於
い
て
產
業
^
命
を
^
起
せ
€
め
^
要
因
^
あ
>
、
產
業
革
命
を
理
解
す
る; 

上
.
^
>を
の
.槪
.耍
を
知
つ
て
置
く
必
要
が
あ
る
。
.

の
i
i
k於S

.
H

本
*
の

如

き

は

宿

用
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あ

る
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